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1は じ め に

家畜ふん尿は有機性資源として有用であるが、耕種農家

が有効に活用するためには、輸送や散布の面に問題がある。

近年開発された成型化技術による家畜ふんペレット堆肥

は、ハンドリングが向上することが知られている。しかし、

作物栽培での機械散布精度や肥効特性については、不明な

点が多い。

そこで、プロードキャスタによる機械散布精度と培養実

験による湛水及び畑条件における窒素無機化特性を検討

した。

2試 験 方 法

(1)試験 1 豚ぶんペレット堆肥の機械散布試験
1)調査方法 :圃場に 1辺が0.25mの調査枠をトラクタ

の走行方向と垂直に50m間隔で設置した。トラクタ

に装着したプロードキャスタより豚ぶんペレット堆

月巴を散布し、調査枠内に散布されたペレット堆肥量

を調査した (3反復 )。

2)使用機械 :M社 トラクタ MT 601、 S社プロードキヤ

スタ (揺動ダクト式)BF-561
3)機械設定 :エ ンジン回転 1300.卜 PT0 540rpll、

車速 2.5h/h、 シヤツター開度 21(全開)

(2)試験 2 家畜ふんペレット堆肥の培養試験
1)供試資材 :鶏ふん、豚ぶん、牛ふんペレット堆肥 (堆

肥と炭化製紙スラッジを体積比で 7:3に混合して、
エキストルーダ方式 (直径 7mlにより製造)(写真

1)

2)培養条件 :

a.湛水条件培養 供試土壊 農試内水田土壌の作土
(グライ低地土)

b.畑条件培養 供試土壊 農試内畑土壊の作土 (非
アロフェン質黒ボク土)

水分条件 最大容水量の 60%(含水比 47.7%)

c.培養温度・培養期間

20、 25、 30°C・ 0、 1、 2、 4、 6、 8週間

3)培養方法 :乾± 100gに対して、ペレット堆肥を全窒

素として 100ng添加し、湿潤土と混合して培養を行つ

た。培養は 1区 3連で行い、塩化カリウム溶液により

無機態窒素を振とう抽出し、土壌由来無機態窒素 (ペ

レット堆肥無添加で培養)を差し弓ルヽて、ペレット堆

肥由来無機態窒素量を算出した。

4)窒素無機rヒ特性値は杉原らの反応速度論的手法に従

い算出した。

3 試験結果及び考察

(1)豚ぶんペレット堆肥の機械散布特性

トラクタに装着したプロードキャスタによる豚ぶんペ

レット堆肥の散布幅は、 トラクタの中心から両側 511程度
で、化成肥料を散布した場合とほぼ同等であつた (図 1)。

平均散布量は 167g/nlであり、窒素量は 1.8gN/m:(豚ぶん

ペレット堆肥の窒素濃度 1.喘現物)であつた。この結果か

ら、ペレット堆肥はプロードキャスタにより化成肥料と同

等に散布できることが明らかになり、散布量の調節も可能

であつた。

(2)家畜ふんペレット堆肥の窒素無機化特性

鶏ふん、豚ぶん、牛ふんペレット堆肥のC/N比はそれぞ

れ、6.1、 18.1、 20.2で あった (表 1)。

温度3段階 (20、 25、 30°C)の湛水及び畑培養の結果を

もとに反応凍慮論的解析を行つた結果、単純型 (反応速度

式 :N=N,{1-ep(―k*t)}+Dに あてはめ、窒素無機イヒ

特性値を算出することが可能であつた (表 1)。

窒素無機化特性値から推定した畜種ごとの窒素無機化

パターンを図 2に示した。無機化率は、鶏ふん、豚ぶん、

牛ふんの順に高く、60日 目 (基準温度 25°C)の無機化率

はそれぞれ、50～ 60‰ 25～ 35敗 11%であり、鶏ふん、豚

ぶんでは、湛水条件に比べ畑条件で 10浙登目氏かつた。ま

た、鶏ふん、豚ぶんでは 20日 目までの無機化率が高く、

牛ふんの無機化は緩やかであつた。さらに湛水条件と畑条
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件で比較すると、鶏ふん及び豚ぶんの無機化は、湛水条件

に比べ畑条件でやや遅かつた。これらの結果から、圃場の

地温をもとに窒素無機化量及びパターンを推定すること

が可能になると考えられた。

4 ま と め

プロードキャスタによる家畜ふんペレット堆肥の散布

特性を検討したところ、化成肥料と同等に散布できること

が明らかになり、適性な機械散布が可能であると考えられ

写真 1 ペレット化した

豚ぶんペレット堆肥

表 1 家畜ふんペレット堆肥の単純型窒素無機イヒ特性値

た。

一方、湛水及び畑条件における畜種ごとの窒素無機化バ

ターンは、単純型の窒素無機化特性値から推定することが

可能であつた。無機化率は、鶏ふん、豚ぶん、牛ふんの順

に多かつた。また、鶏ふん、豚ぶんの無機化率は初期にお

いて高く、湛水条件に比べ如Af4でやや遅かつた。これら

の結果から、回場での窒素無機化パターンが予測でき、畜

種の組み合わせにより作物の窒素吸収パターンにあった

窒素供給が可能になると考えられた。
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図 1 豚ぶんペレット堆肥の機械散布特性
グラフの0が機械中心を示す

散布条件 :風速 lm/s以下
豚ぶんペレット堆肥の仮比重:049

窒素無機化特性値

可分解性有機態窒素量 無機化速度定数

k(1/day)

活性化エネルギー  定数項
Ea lca1/moD     b

11907       94

20310        115

11398         39

16395         45

26774         56

c/NlH*..rr,-r cNf-tt:*6
"l oomsNgi:9

478

0146

274 0274

240 0116

0072

0100
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図2 家畜ふんペレッ

離 :6-7m

長さ :15～35m

水分  T― C  T― N  C/N

α)  α)  α)

375   180   09   202
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